
日
蓮
正
宗
の
高
座
説
法

（新
説

免
許
）
に
お
け
る

『願
文
』
に

つ
い
て
根
本
的
に
改
め
な
く
て

は
な
ら

な

い
事

廣

田

頼

道

正
信
会
の
中
で
も
毎
年
若
い
修
行
僧
が
晴
れ
て
高
座
説
法

（新
説
免
許
）
を
行
う
。
社
会
で
言
え
ば
成
人
式
で
あ
り
、

こ
こ
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
本
格
的
な
信
行
学
の
道
へ
入
っ
て

行
く
こ
と
は
、
廻
り
か
ら
見
て
い
て
も
清
々
し
い
気
持
を
持

つ
と
共
に
、
自
分
の
行
っ
た
時
の
こ
と
を
想
い
出
し
、
怠
慢

し
て
い
る
今
の
自
分
に
、
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
と
自
戒
の

気
持
を
新
に
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
達
が
高
座
説
法
を
し
た
時
に
は
、
二
十
人
以
上
の
新
説

者
が
い
た
た
め
に
、
『
願
文
』
は

一
番
は
じ
め
の
人
と
最
後

の
人
だ
け
で
一
人

一
人
が
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

現
在
正
信
会
が
天
奏
寺
で
執
行
し
て
い
る
高
座
説
法
は
説
者

一
人

一
人
全
て

『願
文
』
の
所
作
を
行
っ
て
い
る
。

私
自
身

『願
文
』
の
経
験
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま

し
て
二
十
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
の

『
願
文
』
の
日
常
に
無
い
独
特
な
節
廻
し
の
発
声
が
妙

に
耳
の
奥
に
残

っ
て
い
る
の
で
、　
一
度
は
こ
の

『願
文
』
の

出
典
は
ど
こ
に
あ
っ
て
、
ど
う
い
う
背
景
を
持
ち
、
ど
う
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、
学
ん
で
お
き
た
い
と

思
っ
た
。
と
は
言
っ
て
も
文
献
に
明
る
く
な
い
の
で
、
そ
の

面
に
明
る
い
方
に
教
え
て
頂
い
た
、
そ
し
て
そ
の
出
典
を
知

り
、
そ
の
文
献
を
考
え
る
に
つ
れ
、
私
と
し
て
は
、
何
か
こ

れ
は
変
だ
な
あ
と
思
う
に
致

っ
た
。

去ハシせガル
談 脩 々 裁・
薇″卜に よ
ム も 綱此々

願

文
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こ
れ
が
新
説
者
に
渡
さ
れ
る

『
願
文
』
の
原
稿
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
経
文
読
誦
と
同
様
漢
文
体
で
読
み
上
げ
、
文
字

の
右
側
に
ふ
り
仮
名
の
よ
う
に
付
け
て
あ
る
の
が
昔
か
ら
仏

教
に
お
い
て
使
わ
れ
る
発
音
記
号
で
あ
り
ま
す
。
ン
は
尻
上

り
に
読
み
●
は
強
く
大
き
声
で
」
は
う
ね
り
を
三
回
入
れ
、

ヽ
は
尻
下
り
に
読
む
こ
と
を
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の

『
願
文
』
を
訓
読
み
に
す
る
と

願
わ
く
ば
我
、
生
々
に
諸
仏
を
見

つ
ね

世
々
恒
に
法
華
経
を
聞
き

恒
に
不
退
に
菩
薩
の
行
を
修
し
て

は

や疾
く
無
上
大
菩
提
を
證
せ
ん
と

願
わ
く
ば
、
私
は
い
つ
い
か
な
る
時
、
い
か
な
る
国
土
に
生

れ
て
も
、
諸
仏
を
拝
し

い
か
な
る
時
、
い
か
な
る
国
土
に
あ
っ
て
も
法
華
経
を
聞
き

恒
に
退
く
こ
と
な
く
自
行
化
他
の
菩
薩
の
修
行
を
し

は
や
く
成
仏
の
境
涯
を
明
ら
か
に
し
た
い

こ
う
い
う
内
容
の
意
味
を
込
め
た
文
章
で
あ
り
ま
す
。

『
願
文
』
と
は

神
仏
に
願
い
を
立
て
る
者
が
、
そ
の
旨
を
書
き
記
し
た
文

章
で
あ
っ
た
り
、
法
会
の
時
に
願
主
の
志
を
述
べ
た
表
白
文

（法
会
の
趣
旨
を
記
し
仏
に
申
し
上
げ
る
）
決
意
文
、
誓
状

と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
阿
弥
陀
如
来
の
四
十

八
願
等
も

一
切
衆
生
成
仏
に
通
ず
る
こ
と
の
な
い
低
劣
な
内

容
で
す
が

一
応

『願
文
』
の
一
種
で
あ
り
ま
す
。

日
蓮
正
宗
の

『願
文
』
は
、
前
に
あ
げ
た
文
章
を
高
座
説

法
の
自
分
に
あ
て
ら
れ
た
講
題
の
説
法
を
す
る
前
の
所
作
の

中
で
読
み
あ
げ
る
わ
け
で
す
が
、
高
座
説
法
の
中
で
申
し
上

げ
る
よ
う
に
三
世
の
大
願
と
い
う
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に

わ
た
っ
て
こ
の
法
華
経
の
為
に
身
を
粉
に
し
て

「
一
心
欲
見

仏
、
不
自
惜
身
命
」
の
菩
薩
行
に
精
進
し
、
成
仏
を
と
げ
た

い
と
い
う
こ
の
文
章
の
意
味
は
、
誓
状
の
意
味
を
強
く
含
ん

だ

『願
文
』
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
に
最
初
の
一
行
日
と
二
行
日
の

願
わ
く
ば
我
、
生
々
に
諸
仏
を
見

世
々
恒
に
法
華
経
を
聞
き

の
生
々
世
々
の
表
現
な
ど
は
実
に
三
世
の
大
願
と
い
う
に
ふ

さ
わ
し
い
、
現
世
だ
け
で
な
く
三
世
に
恒

っ
て
の
菩
薩
行
の

誓
い
の
表
明
の
意
味
を
持

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
『願
文
』
と
い
う
の
は

「
誓
願
」
と
い
う
こ
と
で
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あ
り
ま
す
。

「誓
願
」
に
は

「総
願
」
と

「別
願
」
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。
「総
願
」
は

「止
観
大
意
」
２

巻
、
中
国
天
台
宗
妙
楽

大
師
湛
然
の
述
作
、
天
台
の
摩
訂
止
観
の
要
点
を
説
い
た
も

の
、
初
め
に
天
台
の
法
門
の
伝
統
を
述
べ
、
次
に
止
観
十
巻

の
要
領
を
略
説
し
て
い
る
。
存
家
信
者
李
華
の
為
に
書
か
れ

た
も
の
で
、
止
観
の
入
門
書
と
し
て
、
古
来
か
ら
初
心
者
必

読
の
書
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
四
弘
誓
願
が
示
さ
れ
る
。）

に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
全
て
の
菩
薩
が
初
発
心
の
時
に
基
本

と
し
て
起
す
べ
き
誓
願
、

つ
ま
り
四
弘
誓
願
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
「
別
願
」
は
、
先
ほ
ど
書
い
た
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
の

四
十
八
願
や
、
「悲
華
経
」
（１０
巻
、
中
国
北
涼
代
の
曇
無
識

訳
、
経
名
は
慈
悲
の
白
蓮
華
の
経
と
い
う
意
味
で
、
無
量
の

慈
悲
の
あ
る
釈
迦
を
自
蓮
華
に
た
と
え
て
つ
け
た
も
の
、
釈

迦
が
浄
土
に
成
仏
せ
ず
五
濁
の
娑
婆
世
界
に
出
生
し
成
道
し
、

一
切
衆
生
を
救
済
し
た
の
は
無
量
の
慈
悲
の
姿
で
あ
る
と
し

て
そ
の
因
縁
を
説
き
、
他
の
浄
土
成
仏
の
諸
仏
は
余
華
で
あ

り
、
釈
迦
は
白
蓮
華
で
あ
る
と
書
か
れ
る
。
こ
の
中
で
釈
迦

が
因
位
の
修
行
の
時
宝
海
梵
志
と
し
て
一
切
衆
生
を
救
わ
ん

が
為
に
宝
蔵
如
来
の
前
で
五
百
種
の
誓
願
を
立
て
る
。
）
に

説
く
釈
迦
の
五
百
誓
願
や
、
「薬
師
本
願
経
」
（正
式
名

「薬

師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
」
本
書
薩
の
道
を
行
ず
る
時
、

薬
師
如
来
が
十
二
の
大
願
を
発
し
た
。
例
を
あ
げ
る
と
第
１１

飢
渇
の
衆
生
に
上
食
を
得
じ
む
る
願
。
第
１２
貧
乏
衣
服
な
き

者
に
妙
衣
を
得
じ
む
る
。
等
々
）
に
説
く
薬
師
仏
の
十
二
願

な
ど
の
特
定
な
個
人
的
目
的
を
立
て
た
願
い
を

「
別
願
」
と

い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

「総
願
」
と
な
る
四
弘
誓
願
は
、

①
衆
生
無
辺
誓
願
度

②
煩
悩
無
辺
誓
願
断

③
法
門
無
蓋
誓
願
知

④
無
上
菩
提
誓
願
證

の
四
つ
で
あ
り
ま
す
。

①
は
、　
一
切
衆
生
を
全
て
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
こ
と
を
誓
う

②
は
、　
一
切
の
煩
悩
を
断

つ
こ
と
を
誓
う

③
は
、
仏
の
教
え
を
全
て
学
び
と
る
こ
と
を
誓
う

④
は
、
仏
道
に
お
い
て
無
上
の
悟
り
を
得
る
こ
と
を
誓
う

と
い
う
意
味
内
容
で
あ
り
ま
す
。

四
弘
誓
願
の

「
弘
」
は
書
薩
行
の
広
大
無
辺
の
ひ
ろ
が
り

を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
法
華
経
寿
量
品
の
内
容
か
ら
い
う
と
、
①
の
彼

岸
に
渡
す
。
②
の
煩
悩
を
断

つ
。
③
の
全
て
の
教
え
を
学
ぶ
。

-39-



④
の
無
上
の
悟
り
を
得
る
。
と
い
う
こ
と
が
、
四
弘
誓
願
が

ど
れ
ほ
ど
大
切
な
初
発
心
の
誓
願
と
い
え
ど
も
、
爾
前
述
門

の
低
い
思
想
で
あ
り
、
寿
量
品
に
説
か
れ
る
目
的
感
、
価
値

観
と
ま

っ
た
く
次
元
の
違
う
低
い
思
想
で
し
か
な
い
こ
と
が

良
く
分
り
ま
す
。

「
願
文
」
「
誓
願
」
の
意
味
内
容
を
前
置
き
と
し
て
説
明
し

て
来
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
頭
の
中
に
置
い
て
、
は
じ
め
に
、

日
蓮
正
宗
の
高
座
説
法

（新
説
免
許
）
に
お
け
る

『
願
文
』

の
出
典
を
考
え
る
と
、
何
か
こ
れ
は
変
だ
な
あ
と
思
う
に
致

っ

た
。
と
い
う
こ
と
を
示
し
ま
し
た
が
、
こ
の
変
だ
な
あ
に
つ

い
て
文
章
を
す
す
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
座
説
法
の

『
願
文
』
の
出
典
は
、
御
書
と
し
て
は
偽
書

の
評
価
が
強
い
の
で
す
が
、

「
読
誦
法
華
用
心
抄
」
新
定
３３
Ｐ
昭
和
定
本
１７
Ｐ
に
唯

一
あ

２

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

取

経
時

営

常

住
此
説

法

、

我

常

住
於

此

云

云
。

又

云
、
娑

婆

レ
　
　
　
　
　
レ
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一
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ニ
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ナ
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ヲ

　

テ
　

ヘ
リ
　
　
　
フ

世

界
其

地

瑠
璃

坦

然

平

正

。

閣
浮

檀
金

以
界
八
道
。

一
一
　

　

一

無
上
菩
提
誓
願
證
。
次

別

願

頌

云
、

願
我
生

々
　
・
見
・

諸
佛

、
世

々
恒

聞
法

華

経

、

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
　

　

　

　

　

一

疾

證
無

上

大

菩

提

云

云
。

一
一　
　
　

　
　
　

　
　
　

一

前
に
書
い
た

「
四
弘
誓
願
」
を
総
願
と
し
、
次
に
別
願
と
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又
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し
て

「願
文
」
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

こ
の
願
文
の
出
典
が
分
り
ま
せ
ん
の
で

「録
外
微
考
」
巻
下

禅
智
院
日
好
著
８８６
Ｐ
を
見
て
み
る
と
、
こ
の

「読
誦
法
華
用

心
妙
」
の
項
に

図
次
別
願
頌
云
。
願
我
生
生
見
諸
佛
等
　
此

四
句

文
。
於
宗
門
。
談
義
前
必
誦
之
。
何
虎
有
之
。
本

抜
未
知
之
。
檀
那
先
徳

一
賞
菩
提
偶
出
。
小
部
集

シ
　ニ
ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　フ

巻

一
編
入
。
往
見
。
但
彼
恒
修
不
退
菩
薩
行
。
云
二

恒
修
不
退
普
賢
行
・。
　

一
以
秩
證
無
上
大
菩
提
」

秩
達

無
上
大
菩
提
。
一

こ
の
よ
う
に
示
し
出
典
の
出
所
を

「
一
賞
菩
提
偶
」
檀
那
覚

運
著
と
示
し
て
い
る
つ
た
だ
こ
こ
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

ま
っ
た
く
の
同
文
で
な
く
、
日
蓮
正
宗
で
用
い
る

『
願
文
』

と
違
う
点
が
あ
る
。

①

恒
修
不
退
普
賢
行

（
一
賞
菩
提
偏
）

↑

恒
修
不
退
菩
薩
行

（
日
蓮
正
宗
）

②一】壽］上↑上一幸］一」幸疇静『）

こ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
拝
借
し
て
自
分
達
流
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

①
の
普
賢
↓
菩
薩
の
変
化
は

普
賢
は
仏
の
慈
悲
の
き
は
ま
り
を
表
わ
し
、
慈
悲
を
つ
か

さ
ど
る
菩
薩
の
意
味
を
持

つ
が
、
普
賢
行
と
な
る
と
、
華
厳

の
修
行
の
一
つ
で
あ
り
、　
一
行
を
修
行
す
れ
ば
、　
一
切
の
行

を
具
す
る
意
味
を
持

つ
為
、
広
範
な
意
味
を
持

つ
菩
薩
行
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
と
思
え
る
。

②
の
達
↓
證
の
変
化
は

順
次
に
達
す
る
意
味
よ
り
も
、
書
薩
の
行
を
修
す
る
生
き

方
そ
の
も
の
が
法
華
経
の
無
上
大
菩
提
を
そ
の
ま
ま
に
表
わ

し
證
す
る
と
い
う
意
味
に
持

っ
て
行
き
た
か
っ
た
も
の
だ
と

思
う
。
爾
前
述
門
に
重
点
を
置
い
て
い
る
文
章
を
、
本
門
の
方
へ
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重
点
を
持

っ
て
来
た
か

っ
た
意
志
が
こ
の
ア
レ
ン
ジ
に
見
え

′つ
。さ
て

「
願
文
」
の
原
文
と
な
る

「
一
賞
菩
提
偶
」
は
、
佛

書
解
説
大
辞
典

一
巻
‐４‐
Ｐ
に
よ
れ
ば
、

覚
運

（天
暦
七
～
寛
弘
四
Ａ
Ｄ
９５３
～
‐００７
述
）

法
華

一
乗
の
経
意
に
依

っ
て
菩
提
心
を
発
起
す
る
こ
と
を

述
べ
た
る
も
の
で
、
七
言

一
句
聞
い
て
二
百
有
餘
の
儡
文
を

以
て
直
裁
簡
明
に
法
華
の
妙
旨
天
台
の
園
意
を
讚
し
、
諸
仏

本
述
の
十
妙
義
は
我
心
心
員
如
を
出
で
ざ
る
こ
と
を
叙
べ
て
、

園
融
無
作
の
四
弘
誓
願
を
起
し
、
最
後
に
久
遠
実
成
常
在
霊

山
の
釈
迦
、
妙
法
華

一
乗
経
、
西
方
極
楽
の
化
主
阿
弥
陀
如

来
等
に
帰
命
を
捧
げ
て
あ
る
。
（硲
　
慈
弘
）

こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

長
文
の
為
、
全
文
は
こ
こ
に
弘
用
出
来
な
い
の
で
、
文
末
だ

け
こ
こ
に
示
す
。
「大
日
本
仏
教
全
書
」

是
故

我

心
寂
光

中

諸

佛
本

述
十
妙

義

是

故

願

我
於
珠

来

悉

・
具
計
方

一
切
佛
・

園
融

十

界

諸

衆
生

　

　

我

今

磯
誓

必

済
度

園
融

五

住

諸

煩
悩

　
　

我

今

嚢
誓

必
断

除

園
融

四
門

諸

道

品

　
　

我

今

嚢
誓

必
墨

知

園
融

此

性

員

佛

道

　

　

我

今

嚢
誓

必

頓
得

南

無

久

遠

賞

成

常

在

露

山

大

恩

教

主

繹

迦
如

末

南

無

道

場

證

得

本

地

甚

深

一
乗
妙

典

南

無
法

華

曾

中

嚢
起

影

響
営

機

結

縁

四
衆

引

劉

¶

綱

錮

引

劃

馴

棚

翻

剰

南
無
十
方

三
世

一
切

三
賓

南
無
自
他
法
界
滅
罪
生
善
命
終
決
定
往
生
極
柴

著
述
の
覚
運
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
仏
教
人
名
辞
典
」
‐０４

Ｐ
に
よ
れ
ば

天
台
中
期
の
天
台
宗
の
学
僧
、
檀
那
流
の
祖
認
覚
運
国
檀

那
僧
正
□
京
都
囲
京
都
囲
藤
原
貞
雅
の
二
囲
良
源

・
静
真

・

皇
慶
目
出
家
の
の
ち
比
叡
山
に
登
り
、
学
識
高
く
広
学
堅
義

の
精
義
者
を
務
め
多
数
の
著
作
を
残
す
。
東
塔
の
檀
那
院
に

往
し
た
こ
と
か
ら
そ
の
法
脈
を
檀
那
流
と
称
し
、
源
信
の
恵

心
流
と
並
ん
で
天
台
宗
の
二
大
学
派
を
な
し
た
。
藤
原
道
長

に

「摩
訂
止
観
」
を
講
義
す
る
な
ど
宮
中
の
貴
族
に
接
近
し

法
会
の
講
師
な
ど
を
務
め
た
。

不
」
・
出
破
心
心
員
如
・

蜘
衿
佛
一動
琺
華
経
・
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囲
正
観
勘
文

一
巻
、
念
仏
宝
号

一
巻
、
草
木
発
心
修
行
成
仏

記

一
巻
、
十
二
因
縁
義
私
記

一
巻
、　
一
心
三
観
記

一
巻
な
ど

多
数
。
フ）
つ
い
う
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
あ
り
ま
す
。

恵
心
流
は
観
心
を
重
視
し
、
真
言
の
教
え
と
深
く
交

っ
て

行
き
ま
す
。
仏
の
悟
り
の
方
か
ら
も
の
事
を
見
ま
す
。
檀
那

流
は
教
相
を
重
視
す
る
学
派
で
す
。
菩
薩
の
方

（九
界
の
側
）

か
ら
物
事
を
見
、
悟
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
修

行
を
重
要
視
し
顕
教
の
儀
式
の
大
半
は
、
こ
の
檀
那
流
か
ら

出
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
が
、
行
き
着
く
先
は
同
様
で
あ

り
ま
す
。

私
は
こ
の

「
一
賞
菩
提
偶
」
が
そ
れ
ほ
ど
意
味
の
あ
る
重

要
で
す
ば
ら
し
い
文
章
だ
と
は
到
底
思
え
な
い
の
で
す
が
、

こ
の

「
一
賞
菩
提
偶
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
日
蓮
正
宗
で

「
願

文
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
天
台
宗
で
は

「台
宗
課
誦
所
収
」

（勤
行
要
典
み
た
い
な
も
の
）
の
勤
行
作
法

の

一
環
の
作
法

と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
台
宗
で
は
揚
勧
請
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
節
廻
し
は
日
蓮

正
宗
の

「
願
文
」
と
は
ま

っ
た
く
違

っ
て
い
る
こ
と
、
法
華

経
が
深
妙
典
と
い
う
表
現
に
変

っ
て
い
る
こ
と
が
良
く
分
り

ま
す
。「揚
勧
請
」
の

「揚
」
と
は
、
天
台
宗
の
説
明
に
よ
れ
ば

論
義
法
会
、
読
経
会
算
に
経
題
を
揚
げ
出
す
前
に
唱
え
る

発
願
の
文
で
あ
る
。
勧
請
偶
と
称
す
る
文
が
あ

っ
て
、
勧
請
、

随
喜
懺
悔
、
持
戒
、
発
願
の
五
段
の
偶
文
よ
り
成
り
、
こ
れ

は
そ
の
最
後
の

一
段
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。
日
蓮
宗
で
は

願
文
と
い
っ
て
い
る
。
「
揚
」
と
は
称
揚
の
義
で
、
高
ら
か

に
明
る
く
誦
唱
し
―
―
―
―
。

次

場

激

講

恒;サ 順ガサ

修=サ 我が7

不ふち 生;フ

退Fおデ 生旨フ

墓:こ 曇:事
行  佛

ヨヽ

写
（イ
行
り√ゝ

ヨン
Ｌ
′

世せ
世せ
冒
敵
澱
窮
期

現
場
今
イ
ビ
く
乱

昇
議
無
麟
対
静
獄
〒

精
書
″
を
置
く
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と
し
て
い
る
。
な
ら
ば

「
勧
請
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
内
容

な
の
か
と
い
う
と
、
言
葉
か
ら
言
え
ば
請
い
勧
め
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
教
え
を
請
い
、
ま
こ
と
の
心
を
持

っ
て
仏
に

説
法
を
請
い
願
い
、
仏
が
永
久
に
世
に
住
し
て
人
々
を
救
わ

ん
こ
と
を
請
願
す
る
。
又
、
法
要
の
時
、
仏
菩
薩
に
そ
の
場

へ
降
臨
す
る
こ
と
を
請
願
す
る
。

し
か
し
こ
の

「
一
賞
菩
提
偶
」

の
文
章
の
意
味
内
容
が

「
勧
請
」
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
思
え
な
い
。
ど
う
考

え
て
も
信
仰
者
、
修
行
者
、
説
法
者
の
誓
状
ヽ
こ
う
あ
り
た

い
と
請
い
願
う
願
文
と
し
か
読
め
な
い
。
諸
天
、
諸
佛

へ
の

降
臨
の
呼
び
か
け
も
な
い
内
容
を
何
故

「勧
請
」
と
言
え
る

の
か
。
話
は
横
に
そ
れ
る
が
、
日
蓮
正
宗
の
朝
の
勤
行
の
初
座
は
、

本
尊
を
差
し
置
い
て

一
番
に
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
法
華

守
護
の
諸
天
善
神
に
法
華
経
の
会
座
に
同
心
に
し
て
集
え
と

い
う

「勧
請
」
の
勤
行
だ
と
思
わ
れ
る
。

前
に
挙
げ
た

「録
外
微
考
」
巻
下
の
中
で
禅
智
日
好
は

と
あ
っ
て
、
玉
沢
２７
代
禅
智
日
好
は
‐７３４
年
８６
才
寂
の
方
で
す

か
ら
、
大
石
寺
第
１９
世
日
舜
か
ら
２９
世
日
東
の
時
代
と
な
り

ま
す
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
天
台
の
化
儀
の
流
用
が
な
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
蓮
正
宗
に
は
ど
の
様
に
し
て
こ
の

「
願
文
」
が
入

っ
て

来
た
の
か
。
日
蓮
宗
で
も
高
座
説
法
の
化
儀
と
し
て
や

っ
て

い
る
の
か
、
天
ム
思
不
の
よ
う
に
通
常
の
勤
行
用
式
の
中
で
や
っ

て
い
る
の
か
、
調
査
を
す
れ
ば
分
る
こ
と
で
す
が
、
分

っ
て

も
流
入
さ
れ
た
時
代
の
こ
と
が
今
と
な

っ
て
は
分
ら
な
い
の

で
す
か
ら
分

っ
て
も
意
味
が
薄
い
と
思
い
ま
す
。
日
蓮
宗
か

ら
そ
の
ま
ま
批
判
な
く
流
入
し
て
来
た
の
か
。
も
し
く
は
、

要
法
寺
か
ら
貫
首
を
迎
え
た
時
代
に
天
台
宗
の
化
儀
と
混
同

じ
流
入
し
て
来
た
の
か
の
い
ず
れ
で
あ

っ
て
、
決
し
て
日
蓮

大
聖
人
に
も
と
も
と
あ
る
化
儀
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
何

故
な
ら
ば
日
蓮
大
聖
人
は
、
天
台
宗
の
念
仏
、
真
言
等
と
混

同
じ
法
華

一
本
に
立

つ
こ
と
の
出
来
ぬ
姿
を
批
判
し
見
切
り

を

つ
け
て
自
ら
教
え
を
開
い
た
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

結
　
論

日
蓮
正
宗
の
高
座
説
法
の

「
願
文
」
は
諸
天
の
降
臨
を
願

う

「勧
請
」
で
は
な
く

「誓
状
」
の
意
味
を
持

つ

「
願
文
」

三
世
の
大
願
を
誓
う
も
の
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

此
ノ

四

隻ノ

於_
不

F号

談

蓋ノ
日lJ

肇

ス

レ
之
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化
儀
作
法
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
何
の
為
に
す
る
の
か
意

味
が
分
ら
な
く
な

っ
て
も
大
切
に
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

プ
ラ
ス
の
財
産
と
、
歴
史
の
中
で
垢
の
様
に
こ
び
り

つ
い
て

く
る
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
と
あ
り
ま
す
。
出
典
と
し
て

「
一
賞

菩
提
偶
」
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
な
事
だ
と
思
え
る
以
上
、

何
故
法
華
念
佛
混
同
の
天
台
宗
の
中
で
作
り
出
さ
れ

南
無
西
方
極
楽
化
主
阿
弥
陀
如
来

と
誓
わ
れ
た
上
に
な
さ
れ
た
文
章
を
観
心
の
本
尊
の
前
に
広

が
る
高
座
説
法
の
法
筵
の
場
に
、
あ
り
が
た
そ
う
に
、
う
や

う
や
し
く
何
故
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
や
る
意
味
が

無
い
で
は
な
い
か
。

こ
う
い
う
と
、
広
田
は
な
ん
で
も
否
定
す
る
、
否
定
す
れ

ば
良
い
と
思

っ
て
い
る
。
否
定
か
ら
は
何
も
生
れ
な
い
と
言

わ
れ
る
人
が
い
る
。
私
は
今
ま
で
否
定
の
為
だ
け
に
す
る
否

定
を
し
て
来
た
憶
え
は
な
い
、
今
置
か
れ
て
い
る
現
実
を
し
っ

か
り
見

つ
め
て
反
省
し
再
生
の
為
に
今
迄
や

っ
て
来
た
考
え

を
否
定
す
べ
き
だ
と

一
つ
一
つ
あ
げ
て
言

っ
て
来
た
。

節
廻
し
の
発
音
の
点
は
失
わ
れ
残
念
か
も
し
れ
な
い
が
、

私
は
、
た
と
え
ば
述
門
で
あ

っ
て
も
、
法
華
経
の
勧
持
品
は

衆
生
の
側
の
正
法
に
対
す
る
誓
い
の
言
葉
が
経
文
に
な

っ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

我
等
仏
の
滅
後
に
於
い
て
、
当
に
此
の
経
典
を
奉
持
し
、

読
誦
し
、
説
き
た
て
ま

つ
る
べ
し
。
　

　

　

（開
結
４３５
Ｐ
）

是
の
経
を
説
か
ん
が
為
の
故
に
、
此
の
諸
の
難
事
を
忍
ば

ん
、
我
身
命
を
愛
せ
ず
但
無
上
道
を
惜
じ
む

（開
結
４４３
Ｐ
）

こ
の
他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
使

命
、
責
任
を
示
し
た
誓
い
の
言
葉
は
、
法
華
経
の
中
に
降
る

星
の
如
く
散
り
ば
め
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

○
出
所
の
た
し
か
さ

○
意
味
内
容
の
高
座
説
法
に
対
す
る
適
格
さ

○
意
味
内
容
の
深
さ

以
上
の
点
か
ら
、
身
延
日
蓮
宗
も
大
石
寺
も
正
信
会
も
今

や

っ
て
い
る

「
願
文
」
の
あ
り
方
を
真
剣
に
考
え
改
め
た
方

が
良
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
、

そ
う
す
る
こ
と
は
、
改
善
に
な

っ
て
も
改
悪
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
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